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1. 各部の名称 溼
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1. ストラップの付け方
1）ストラップ@2をストラップ掛け9側面の
穴から通します。

2）ストラップ先端の輪の中にストラップの
反対側を通してください。

3. ご使用前に

●乳幼児等ぼ
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5. 自動電源OFF機能
1）省電力設計のため使用後（最後にいずれかのボタン操作後）約20分で自
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4. 基本操作
1. 測定モードの設定
1）モード設定ボタン!0を押しながら、設定
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4. 基本操作

2. ディップスイッチの設定
1）本機の電池室内には使用頻度の少ないモードの設定スイッチを収納してあ
ります。測定を始める前に選択したいモードを設定してください。

2）設定の仕方は、選択したいモードのディップスイッチ!8をONの方向に
スライドさせます。

☆EV設定
ディップスイッチ1をONするとEVモード（定常光）が設定できます。

☆MULTI設定
ディップスイッチ2をONすると積算モード（フラッシュ光）が設定でき
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4. 基本操作

4. 反射光式で測定する場合
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5. 測　定
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5. 測　定

補正量について
－1/3：ISO感度の設定を1/3段小さい値にする

例 ISO 80→64
＋1/3：ISO感度の設定を1/3段大きい値にする

例 ISO 80→100

4）測定ボタン!5を押して測定します。測定
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5. 測　定

2. フラッシュ光の測定
この測定方法には、コード接続、コードレス、コード接続積算、コードレス
積算の各測定モードがあります。フラッシュ光を測定すると、液晶表示部に
シャッター速度と絞り値（定常光とフラッシュ光をミックスした値＝全光量）
が表示され、ドット表示部には、定常光、フラッシュ光（点滅表示）それぞ
れ単独の値と全光量の3つがドット表示されますが、場合によってはその区
別はつかないことがあります。又、全光量に対するフラッシュ光成分比を10
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●雨中、水しぶきがかかる場所や水気のあるところ、濡れた手で扱
う等の場合は、感電の危険がありますのでシンクロターミナル
キャップを外さずに、
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☆表示範囲を超えてオーバー（E.o）のときは、設定／変換ダイヤル5を回し
て、シャッター速度をカメラが同調する範囲内の高速側に変更するか、フ
ラッシュの光量を弱くし、再測定を行うと測定値（絞り値）を表示させるこ
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5. 測　定

●雨中、水しぶきがかかる場所や水気のあるところ、濡れた手で扱
う等の場合は、感電の危険がありますのでシンクロターミナル
キャップを外さずに、「フラッシュ光コードレスモード」での測
定をお勧めします。

注意
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5. 測　定

ご注意

ご参考

●フラッシュを発光させても周囲光に比べてフラッシュの光量が少
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2. アベレージ機能
メモリーされた9点までの測定値を、平均し表示します。
この機能は、定常光シャッター速度優先、絞り優先、EV値、フラッシュ光
（コード接続、コードレス、電波）のモードのとき使用できます。
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2）タングステン光（定常光）の影響を少なくしたい場合（自然な雰囲気にし
たい場合）

6. 機　能

上記ではシャッター速度によりタングステン光（定常光）を調整して決め
ましたが、
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・生活防水構造NPファインダー（別売）
受光角1°、5°、10°の3種類があります。一眼方式を採用しています
のでパララックスがなく、狙い通りの測定ができます。

7. アクセサリー
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8. 仕　様
形式 ¡フラッシュ光及び定常光用デジタル露出計
受光方式 ¡入射光式及び反射光式
受光部 ¡入射光式 光球←→平板機能

（光球を本体内部に移動する機能により平板機能兼用）
¡反射光式 受角度54°（光角度板）、

NPファインダー1°、5°、10°（各別売）
¡外部受光式 ミニ受光部（各別売）

受光素子 ¡シリコンフォトダイオード
測定方式 ¡定常光 絞り優先測定

シャッター速度優先測定
ＥＶ測定

¡フラッシュ光 シンクロコードを用いて測定（積算あり、なし）
シンクロコード無しで測定（積算あり、なし）

測定範囲 ¡定常光 入射光式 EV－2（F2.0、15秒）～EV22.9（約
（ISO100） F31、1/8000秒）

反射光式 EV－2（F2.0、15秒）～EV22.9（約 F31、
1/8000秒）但し光角度板使用の場合

¡フラッシュ光 入射光式 F1.0～90.9（約F124）
反射光式 F1.0～90.9（約F124）
但し光角度板使用の場合

繰返し精度 ¡±0.1EV以内
校正定数 ¡入射光式 光球 C=340    平板 C=250

¡
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保　証　書
このたびは、セコニック露出計をお買い上げいただきまして誠にありがとうござ
います。
この製品は弊社が心をこめ厳重な品質管理のもとに製造したものでございます
が、万一保証期間内に故障が生じました場合には、本保証書を現品に添えて露出虘十九




